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※1 ： 本資料に記載されている金額は億円未満を四捨五入で表示しています。
※2 ： 本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に

基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１－（１） 連結 損益概要
（単位：億円）

12年度
Ｑ１

13年度
Ｑ１

対前期

増減額 増減率

売上高

油脂 220 237 ＋18 ＋8.0%
製菓・製パン素材 249 255 ＋6 ＋2.5%
大豆たん白 92 96 ＋5 ＋5.3%

合計 560 588 ＋29 ＋5.1%

営業利益

油脂 6 8 ＋2 ＋37.2%
製菓・製パン素材 19 24 ＋5 ＋25.5%
大豆たん白 5 4 ▲1 ▲25.5%

合計 30 35 ＋6 ＋18.8%
営業利益率 5.3% 6.0% ＋0.7p －

経常利益 29 35 ＋7 ＋22.7%
四半期純利益 19 21 ＋2 ＋12.2%
四半期包括利益 38 53 ＋16 ＋41.8%
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１－（２） 連結 油脂部門損益

12年度
Ｑ１

13年度
Ｑ１

対前期

増減額 増減率

売上高 220 237 ＋18 ＋8.0%

営業利益 6 8 ＋2 ＋37.2%

（単位：億円）
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Ｑ１ 営業利益

【業績サマリー】

● 海外市場では欧米及び東南アジアでのチョコレート用

油脂の販売増加、並びに円安による円換算価格上昇

等により増収・増益。

● 国内市場ではヤシ油・パーム油等の主要原料価格

下落による販売価格低下、並びに販売数量減少に

より減収となるも、利益面では採算維持に努め増益。
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１－（３） 連結 製菓・製パン素材部門損益

12年度
Ｑ１

13年度
Ｑ１

対前期

増減額 増減率

売上高 249 255 ＋6 ＋2.5%

営業利益 19 24 ＋5 ＋25.5%

（単位：億円）
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Ｑ１ 営業利益

【業績サマリー】

● 国内市場ではスイートチョコ・アイスコーチングチョコ、

デザート向けのクリーム並びにパン用のフィリング等

が増加し、増収・増益。

● 海外では東南アジア・中国市場での業務用チョコレート・

クリーム・マーガリン等が好調に推移し増収・増益。
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１－（４） 連結 大豆たん白部門損益

12年度
Ｑ１

13年度
Ｑ１

対前期

増減額 増減率

売上高 92 96 ＋5 ＋5.3%

営業利益 5 4 ▲1 ▲25.5%

（単位：億円）
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Ｑ１ 営業利益

【業績サマリー】

● 大豆たん白素材は冷食・惣菜・加工食品・発酵培地用途
が増加し増収。

● 大豆たん機能剤は飲料・発酵培地用途・輸出が増加し

増収。

● 部門全体的に大豆価格の高騰の影響を受けて採算が

悪化し減益。



－ 補足4 －

7

１－（５） 連結 地域別損益
（単位：億円）

12年度
Ｑ１

13年度
Ｑ１

対前期

増減額 増減率

売上高

日本 400 394 ▲6 ▲1.6%
アジア 90 113 ＋23 ＋25.4%
欧米 69 81 ＋12 ＋17.2%

合計 560 588 ＋29 ＋5.1%

営業利益

日本 26 29 ＋2 ＋8.2% 
アジア 4 7 ＋3 ＋63.7%
欧米 0 0 ▲0 ▲40.8% 
消去 ▲1 ▲0 ＋1 －

合計 30 35 ＋6 ＋18.8%

日 本：油脂原料価格下落等により減収となるも、製菓・製パン素材部門が好調に推移し増益。

アジア：チョコレート用油脂・業務用チョコレート等が好調に推移し増収増益。

欧 米：チョコレート用油脂の販売増加による増収となるも、採算面では苦戦し減益。
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１－（６） 連結 貸借対照表

12年度末
13年度

Ｑ１末
対前期末

流動資産 1,068 1,101 ＋33

固定資産 903 917 ＋14

資産合計 1,971 2,018 ＋47

有利子負債 370 377 ＋7

その他負債 386 385 ▲1

負債合計 756 762 ＋6

純資産合計 1,215 1,256 ＋41

（単位：億円）

流動資産の増加
・現預金の増加
・売上債権の増加
・棚卸資産の増加

有利子負債の増加

固定資産の増加
・有形固定資産の増加

設備投資 15億円
減価償却費 ▲20億円
外貨換算増加 19億円

純資産の増加
・利益剰余金の増加

当期純利益 21億円
配当金 ▲11億円

＋16億円
＋7億円
＋7億円

＋14億円

－億円
＋7億円

＋10億円

＋1億円
▲0億円

＋26億円
＋5億円

・無形固定資産の増加
・投資その他資産の減少

・単体
・グループ会社

・その他の包括利益累計額の増加
・少数株主持分の増加
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１－（７） 連結 キャッシュ・フロー

（注）・減価償却費には、有形固定資産及び無形固定資産等の償却費を含めています。

・現金及び現金同等物増減には、現金及び現金同等物に係る換算差額を含めています。

12年度 Ｑ１ 13年度 Ｑ１ 対前期

税引前四半期純利益 29 35 ＋6
減価償却費 21 22 ＋1
他増減 ▲21 ▲20 ＋0
営業キャッシュ・フロー 29 37 ＋7
投資キャッシュ・フロー ▲18 ▲11 ＋7
フリー・キャッシュ・フロー 11 25 ＋14
借入金等による調達・返済 ▲1 ▲4 ▲2
配当支払・自己株取得等 ▲11 ▲12 ▲0
財務キャッシュ・フロー ▲13 ▲15 ▲3 
現金及び現金同等物増減 1 17 ＋16
新規連結に伴う増加 1 － ▲1
現金及び現金同等物残高 125 206 ＋81

（単位：億円）

換算差含む 換算差額含む
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１－（８） 連結 指標

10通期 11Q1 11通期 12Q1 12通期 13Q1

設備投資額 76 18 62 16 65 15

減価償却費 88 20 84 19 81 20

有利子負債 397 456 377 384 370 377

純資産（少持除く） 983 1,006 1,036 1,059 1,154 1,190

１株当たり純資産 1,144円 1,170円 1,205円 1,232円 1,342円 1,384円

総資産 1,744 1,820 1,839 1,863 1,971 2,018

自己資本比率 56.4% 55.3% 56.4% 56.8% 58.5% 59.0%

D/Eレシオ 0.40 0.45 0.36 0.36 0.32 0.32

ROE 10.2% 10.8% 8.2% 7.2% 7.6% 7.2%

ROA 9.3% 8.8% 7.3% 6.4% 7.3% 7.1%

（単位:億円）

（注）・減価償却費は、有形固定資産の減価償却費を表示しています。

・純資産は少数株主持分を除いた普通株式に係る純資産額を表示しています。

・D/Eレシオ＝有利子負債÷純資産（少数株主持分除く）

・ROE＝当期純利益÷純資産 （Q1指標は、年換算しています。）

・ROA＝経常利益÷総資産 （Q1指標は、年換算しています。）
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２ 第２四半期業績予想及び通期業績予想

（単位：億円）

（注） 2013年5月9日発表の第２四半期（累計）業績予想並びに、通期業績予想は変更しておりません。

第２四半期累計 通 期

前 期 当 期 増 減 前 期 当 期 増 減

売上高 1,116 1,248 ＋132 2,322 2,648 ＋326
営業利益 56 64 ＋8 141 160 ＋19
経常利益 54 62 ＋8 138 156 ＋18
四半期（当期）純利益 32 38 ＋6 83 94 ＋11

【連結業績予想】

第２四半期累計 通 期

前 期 当 期 増 減 前 期 当 期 増 減

売上高 658 672 ＋14 1,359 1,437 ＋78
営業利益 44 47 ＋3 113 115 ＋2
経常利益 45 48 ＋3 118 117 ▲1
四半期（当期）純利益 27 31 ＋4 80 72 ▲8

【単体業績予想】 （単位：億円）

12

（単位：億円）

３ 単体 第１四半期業績

12年度
Ｑ１

13年度
Ｑ1

対前年同期

増減額 増減率

売上高 332 327 ▲5 ▲1.6%
営業利益 24 28 ＋4 ＋16.4％

経常利益 25 30 ＋5 ＋20.4％

四半期純利益 16 20 ＋3 ＋19.3％




